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監督・コーチの役割 

 

1.監督・コーチの役割 

監督・コーチの役割は、出場する選手が万全な態勢で競技に臨み、その実力を十分に発揮できるよう

選手の管理、指導、助言を適切に行い、選手を勝利に導くために協力することです。 

競技中において監督・コーチが実際にできることは、審判によるルール間違いを指摘して、正しい判

定を導くことです。競技運営上、ルール適用に疑義がある場合には、即座にそれを指摘し、訂正するよ

うにしなければなりません。そのためには、競技規定を熟知する必要があります。 

2.監督・コーチの要件  

北海道空手道連盟が主催する大会（少年少女錬成大会、全国中学生大会予選等）、各地区空手道連盟が主

催する大会において、監督・コーチとなるためには次の要件を満たしていなければなりません。 

①監督・コーチＩＤ講習会の受講者若しくは公認審判資格取得者 

②北海道空手道連盟への会員登録（全日本空手道連盟への登録を推奨します） 

 また、会場においては次の事項を守ってください。 

 ①服装は、空手着若しくは全空連の公認ジャージ 

  空手着を着用する場合は、基本的に選手と同じ基準でなければなりません。空手着の中に着用するＴ

シャツは白無地とすること。 

 ②靴は運動靴若しくは素足であること 

 ③ＩＤカード若しくは審判手帳を掲示すること 

 ④監督席に着く場合には、ショルダーバック、ウエストポーチ、ペットボトルは禁止しますが、プログ

ラムの所持は許可します。 

 ※各大会で変更がある場合がありますので、大会要項に従ってください。 

 ※ＩＤの不正使用、未登録が発覚した場合は、所属道場名の公表、監督登録の取り消しを行います。 

3.監督・コーチの行動 

  監督の行動は、競技規定において第 9条説明Ⅺに次のように書かれています。 

 Ⅺ.主審は、コーチが競技の進行を妨げていると判断した場合、競技を止めコーチに近づき無礼な態度を

示す合図（人差し指を唇にあて、静かにするよう示す）をする。その後主審は競技を再開する。コー

チが妨害し続ける場合、主審は競技を止め再度コーチに近づき退場を命じる。コーチが競技場内から

出るまで主審は競技を再開しない。この場合、失格とはみなされず、コーチの退場はその競技のみと

する。 

また、選手の空手着、防具等に不備があり１分ルールが適用された場合、コーチはその試合から退場

させられます。 
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■組手競技の変更点 

１．女子のシニア及びＵ２１の競技時間が２分から３分に変更。 

２．「偽装」ジェスチャーの追加（「誇張」との区別が明確となる）。 

 ・誇張…相手の攻撃により負傷したがそれを誇張した場合は、攻撃した相手にＣ１，誇張した選手に  

Ｃ２の反則注意又は誇張が酷い場合は反則、失格 

・偽装…ポイントとなる技に対して偽装した場合は、相手選手にポイント、偽装した選手にＣ２の反則

注意又は偽装が酷い場合は反則、失格 

※相手選手がＣ１の場合は「誇張」，ポイントの場合は「偽装」の使い分け無防備については最低でも

警告程度の接触があった場合に考慮する。ただし、ジュニア・カデットについては状況を判断する。 

３．運用上、不活動の前に「つづけて」、胸と胸を突き合わせて硬直した時に「わかれて」というジェスチ

ャーを使う。 

■形競技の変更点 

  北海道では、採点方式を採用しています。各地区の大会も同様に進めていますが、状況によっては従

来と同じフラッグ方式の可能性もあります。 

１．競技時間 

  団体戦における形及び分解の時間が６分間から５分間に変更 

２．判定方法 

    フラッグ方式から採点方式への変更 

３．競技手順 

  (1)審判の位置 

    コートに向かって前方に７名の審判（ソフトウェア技術者の横から第１審判員，第２，第３‥‥

の順に）がタブレット端末を置かれた椅子に座る 

   ※競技者と同じ国籍（道場）の審判員が７名の中に入っても構わない 

  (2)コーチの位置 

    審判とはコートを鋏み反対側に１席設ける 

  (3)選手の並び 

    最初の整列は１列に並び、「正面」「お互い」に礼を行った後、１名ずつ形の演武を行う。 

  (4)礼について 

    演武する選手の礼は３回可、形の開始前と終了後に礼をしなかった場合は反則となる。点数の結

果が出た後に礼をして下がる。メダルマッチの場合には、演武終了後、ブザーが鳴ったら礼をし

てさがる。 
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   ※反則，失格の場合は第１審判員が他の審判員に告げ 0.0 点を入力するように指示をする。棄権の

場合はタタミマネージャ（ＴＭ）がソフトウェア技術者に指示して「0.0」を表示する 

 ４．審査内容  

   ・審査は技術面（テクニカルパフォーマンス）と競技面（アスレチックパフォーマンス）の２項目

で、それぞれ７名の審判員が５点から１０点（標準は７点）の間で 0.2 刻みの点数を付け、上下

２名ずつの点数を除いた３名の審判員の合計点に技術面は７０％，競技面は３０％を乗じた合計

点で勝敗を決定する。 

   Ｊ１ Ｊ２ Ｊ３ Ｊ４ Ｊ５ Ｊ６ Ｊ７ 計 ％ 合計 

技術 8.0 8.0 7.8 7.8 8.4 8.6 8.2 24.2 70 16.94 

競技 7.8 8.2 7.8 8.2 8.2 8.4 8.6 24.6 30 7.38 

得点  24.32 

 ・同点の場合は新たな競技を行う。その場合異なる形を演武し判定するが、この得点は同点を解消

するためのみ使用されるものでシステムの中には記録されない 

 ・敗者復活戦は行われない 

 ・ＷＫＦでは減点の大まかな内容が示されています。国内ではまだ正式な発表はありませんが、近々

採用されると思います。 

 わずか 繰り返し、又は 

際立っている 

わずかなバランスの崩れ 

帯が緩んで放っておくと落ちそうな状態 

時間の無駄使い 

-0.2 -0.4 

手足等体の部分の非同時性な動き 

不正確または不完全な技 

-0.4 -0.6 

不必要な音 

分解時の負傷 

団体戦でのシンクロナイゼーション 

-0.8 -1.0 
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Ⅰ.組手競技 

【試合前】 

1. 選手の管理  体調、怪我によるテーピング、メディカルチェック（怪我をしている選手を出してはい

けない） 

→タタミマネージャー（TM）に提出、棄権、欠席の連絡 

・ 競技１回戦（初戦）において、ごく軽微なテーピング（指に巻いている程度…ベージュが好まし

い）は許されるが、それ以上は許されない。若しくはドクターによるメディカルチェック受け、

出場の許可をもらわなければならない。ドクターが駄目と言ったら棄権させる。 

・ メディカルカードは競技前に TM に見せ、競技者がいいコンディションであるかどうか確認をし

てもらう（TM は、主審に報告する。）。 

2. 服装、防具の準備 

第２条に示されている服装はどうか 

服装や防具に不備があり、１分間ルールが適用された場合、その試合のコーチはできません。 

→上着の長さは腰を覆うほどの長さとし、大腿の４分の３まで 

→帯の長さは結び目から 15 ㎝程度、かつ大腿の４分の３まで 

→女子の場合は白無地のＴシャツを着用してもよい（白無地かどうか？） 

→上着の袖の長さは手首まで、上腕の中ほどより短くてはいけない。袖をまくってはいけない。 

→ズボンの長さは、少なくとも下肢の３分の２を覆い、踝が隠れてはいけない。裾をまくってはいけ

ない。 

→髪は清潔で競技の妨げにならない長さにする。鉢巻は禁止。主審が競技者の髪が長すぎるか又は不

清潔であるとみなした場合、競技者の参加を認めないことができる。 

※道空連では茶髪や男子の長すぎる髪を不清潔とみなします。 

→ヘアークリップ、金属製のヘアピン、リボン、ビーズ、髪飾りは禁止、目立たないゴムバンドは２

本までＯＫ。 

→爪が長くないか、ミサンガなどはついていないか。 

→金属製歯列矯正器は大会ドクター及び主審の許可を得なければならないので注意する。 

→競技用の帯（赤・青）は JKF 認定マークが必要。刺繍は個人名と連盟名などは許されるが、大会に

よって異なる場合もあり、基本的には何もないことが望ましい。 

→帯がほどけないようにするゴムやマジックバンドは使用不可。 

→メンホーのモデル（Ⅴ・Ⅵ・Ⅶ）は大丈夫か。マジックテープが弱いものは使用不可。 
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→拳サポーター、ボディプロテクター、シンガード、インステップガード、ファールカップ等の確認。 

 マジックテープが弱いものは使用不可 

3. トーナメントの確認  赤、青の確認、オーダー決め（団体戦） 

4. 選手へのアドバイス、声かけ→テンションを上げる、リラックスさせる、安心させる、勇気づける 

【試合中】 

1. ルール違反のチェック…特に点数の確認 

第 11 条：異議申し立て 

第 1 項 判定について審判団に異議申し立てすることはできない。 

第 3 項 異議申し立ては、異議申し立てが発生した競技の直後に文書にて提出する（唯一の例外は、

競技運営に関する異議申し立てである。運営に欠陥があった場合は、直ちに TM に報告

する。）。 

次のような状況があった場合、監督（コーチ）は、TM にわかるように手を挙げて口頭で抗議する。

この場合、試合が間違いなく中断するように行動する。受け入れられなかった場合、第 11 条にしたが

って、正式に文書で抗議する。その時の重要な証拠はビデオである。 

［起こりうるケース］ 

① 同じ旗が 2 本上がったのに主審がヤメをかけなかった 

② 得点間違い（審判がコールしたのに得点が入らなかった） 

③ 誇張、偽装による C2 は最低限「反則注意」 

④ 15 秒未満での C2 の処理間違い 

・一発反則注意となる C2 は「場外」「掴み」「逃避行為」等 

・この場合、すでに「忠告」「警告」があっても累積されずに「反則注意」となる 

・すでに「反則注意」がある場合には「反則」となる 

・「先取」を持つ選手が時間を浪費する行為（場外、掴み、押す、逃避等）によるＣ2 反則注意が

与えれた場合、「先取」は取り消される。 

・「不活動」の C2 はない 

・同じ選手に無防備と場外のﾀﾞﾌﾞﾙ C2 が発生した場合、まず無防備による「忠告」そして場外に

よる「反則注意」となる 

・15 秒未満なので、タイマーが「15」の場合は適用にならない。電光式の場合、「15」と同時に

ブザーがなるので注意すること 

⑤ タイマーが動いているか？時間設定は間違っていないか？ 

⑥ 団体戦の場合、勝敗が同じであればポイント数の多い方が勝ちになるが、ポイントをつけ間違って
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いる場合があるので、監督は必ずスコアをつけておく。団体戦においては、８ポイント制であれば、

７ポイント目に上段蹴りが決まれば１０ポイントとなる。また、棄権、反則、失格の場合、0-8 に

なる。 

⑦ 審判の構成について、選手の所属団体の人が主審をやっているケース、審判のうち 2 名が選手と

同じ所属である場合等 

[ルール上で間違えそうなケース] 

・無防備のケース 

a. 身を投げ出すような長い裏拳、長すぎる中段逆突きを使い、反撃を防御できないケース（上段蹴り

の後に背を向けるような場合も含む） 

b. 戦略的にわざとらしく得点を見せびらかすため自分の優勢を誇示し、すぐに顔をそむけるケース 

c. 自ら闘いを止めてしまうケース 

d. 守備又は集中力を落とし何度も相手の攻撃を防御することができないケース 

なお、シニアでは警告程度の接触があった場合に考慮するとあるが、ジュニア・カデットについては

状況に応じて判断する。また、無防備を与える場合、相手に C1 はいかない。 

 ・赤の有効な攻撃と同時に青が場外に出た場合、赤の得点と青の場外が課せられる。 

 ・相手に突き飛ばされたり、投げられて出たあるいはもつれて出た場合、場外とはならない。 

 ・相手を投げ、投げられた相手が場外に出た場合でも投げた者が場内であれば突き技は有効となる。 

 ・赤が有効技を出してポイントが認められたケースで、青が痛がるなど誇張した場合、C2「誇張」で「反

則」となり、大げさな場合は「失格」となる。 

2. 時間終了が先か得点が先か？ 

  競技終了合図と同時に決まった技は有効とみなされる。「やめ」の宣告後の攻撃は、効果的であっても

得点とはならず、違反者には忠告又は罰則が課せられる。 

  例え主審が不注意ですぐに競技をやめさせなかったとしても、終了ベルが鳴った時点で競技は終了す

る。→際どい場合は、TM に知らせ確認をさせる。 

3. 試合中の声かけ 

  試合中、監督・コーチは試合の妨げになるような行為をしてはいけない。 

   ・罵声を浴びせる、選手を委縮させるような声を出す 

    「中段突けって言ってるだろー」「前に出ろ、下がるんじゃねぇ馬鹿野郎」 

   ・相手選手に野次めいた事を言う 

    「相手の上段入らないから気にするな」 

   ・審判に喧嘩口調で大声を出す 
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    「今の反則だろ！」「なんで今のが得点じゃないんだ！」「どこ見てんだ審判！」「審判しっかりし

ろー」 

→監督・コーチ（応援席も含む）の過剰な発言に対しては、１度目は注意、２度目は当該試合に

ついて「退場」となる。同様に応援席からの発言についても、監督・コーチへの注意となる場合

がある。選手を委縮させるような暴言は、周りの人達へも影響し絶対に許されることではありま

せん。 

 

Ⅱ.形競技 

・平安形か指定形か得意形か、繰り返していいか、エントリー表の提出は必要か 

・エントリー表のチェック（名称はルールブック通り）重要、間違えると反則負けとなる。 

・フッラグ制では相手が棄権・放棄して勝利した場合、エントリーした形は次の形で使用できる。 

・反則行為 

 →エントリーした形以外を演武した場合 

 →形の呼称を間違った場合 

 →規定以外の形を演武した場合、指定形に変更があった場合 

 →形が途切れた場合 

 →形を間違った場合 

 →帯がほどけて床に落ちてしまった場合（緩んだ場合は減点） 

 →形開始の礼と終了の礼をしなかった場合 

  

Ⅲ.会場における行動指針 

監督・コーチは、自らの行動をもって、選手のお手本となってください。また、選手のみならず、保護

者の行動にも責任を持ってください。 

・座席、練習会場は譲り合って使用し、すべての選手がベストの状態で競技に臨むよう協力しましょう。 

・会場及びその周辺において、ゴミなどを捨てないことはもちろんであるが、逆にゴミを拾って使用前よ

りきれいにするぐらいの気持ちを持ちましょう。 

・トイレのスリッパを揃えるなど、後の者が気持ちよく使えるように指導してください。 

・試合会場へ持ち込める物をあらかじめ確認してください。通常、ペットボトル、ポーチ、カバン、カメ

ラ、携帯電話などは持ち込めません。 

・試合会場において、待っている時の選手や監督・コーチの座り方、姿勢もきちっとしましょう。 

・次の試合に出る選手のみアップするようにしましょう。それ以外は座って待機しましょう。 
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北海道の試合において、一般以外は選手が監督を兼ねることはできないので注意すること。 

 

【全日本少年少女空手道選手権 組手で採用されるルール】 

これは、北海道空手道連盟及び各地区連の大会においても採用します。 

 

・全ての得点部位（上段及び中段）への技は、部位までの近い距離にコントロールされたものでなければ

ならない。 

1)上段部位への得点技について 

①得点距離を１０ｃｍ以内とする。スキンタッチにはカテゴリー１の忠告を与える。 

②上段蹴りは軽微なスキンタッチも得点とならない。軽微なスキンタッチにはカテゴリー１の忠告を与

える。 

2)中段部位への得点技について 

 ① ジュニア&カデットルールと同様に行う。 

   過度の接触と認められた場合、カテゴリー１の違反とする。 

・禁止事項 ― 足払い、又はその他テイクダウン（引き落とし― 投げも含む）の技は禁止とする。 

①足払い、テイクダウンの技を掛けようとした場合、カテゴリー２の違反とする。 

  主審はカテゴリー２・危険技の補助動作を行い副審の同意を得る。 

 ②足払い、テイクダウンの技を掛けた場合、カテゴリー１の違反とする。 

  主審はカテゴリー１・過度の接触の補助動作を行い副審の同意を得る。 

 


